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	１）試料と情報から出発する研究では分析技術の高度化、バイオバンクの協働による資源のSharingの必要性などを踏まえ、試料・情報の標準化が求められ、ISO/TC276/WG2はバイオバンクの国際標準化のための規格文書の作成を行っている。
	２）ヒトを対象とした医学系研究がバイオバンクを基盤として「もう一度研究参加者へと向かう」ことを支援する動きがある。
	Ｂ．研究方法



